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市民ファースト！ 

市民目線の市政を実現します。 

第
二
号
で
は
、
令
和
三
年
三
月
・

六
月
定
例
会
一
般
質
問
の
概
要 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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一
、
あ
が
の
市
民
病
院
に
お
け
る
救
急
医

（
救
急
告
示
病
院
）
の
復
活
に
つ
い
て 

 

（
質
問
）
市
民
病
院
が
開
院
し
て
丸
五
年
が
経

過
。
こ
の
間
、
運
営
主
体
で
あ
る
厚
生
連
の
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
新
潟
大
学
医
学
部
寄
附

講
座
の
設
置
、
ま
た
医
師
確
保
を
目
的
に
し

た
市
長
の
新
大
医
学
部
へ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、

常
勤
医
師
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
任
期
中

の
救
急
告
示
復
活
に
向
け
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
好
機
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 

（
答
弁
）
更
な
る
医
師
確
保
に
取
り
組
み
、

救
急
告
示
の
早
期
復
活
に
向
け
て
病
院
長
や

厚
生
連
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。 

（
質
問
）
市
長
か
ら
事
務
方
に
対
し
救
急
告

示
復
活
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
と
の
指

示
は
あ
っ
た
の
か
。 

（
答
弁
）
毎
月
、
病
院
（
管
理
部
門
）
と
行

う
収
支
協
議
の
際
に
医
師
確
保
や
救
急
の
話

を
し
て
い
る
。 

（
質
問
）
厚
労
省
が
定
め
て
い
る
救
急
告
示

の
指
定
を
受
け
る
た
め
の
四
つ
の
要
件
は
知

っ
て
い
る
か
。 

（
答
弁
）
申
請
を
行
っ
た
際
に
周
辺
の
二
病

院
や
基
幹
病
院
か
ら
異
議
が
出
な
け
れ
ば
認

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

（
質
問
）
厚
労
省
が
定
め
た
四
要
件
は
主
に 

施
設
的
な
部
分
と
医
師
の
確
保
。
医
師
に
つ 

     

い
て
は
常
勤
医
師
数
の
基
準
は
な
い
。
常
勤

医
師
が
増
え
な
い
か
ら
救
急
告
示
の
復
活
は

無
理
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
隣
の
阿
賀
町

に
あ
る
県
立
津
川
病
院
の
常
勤
医
師
は
五
人
。

建
物
も
昭
和
四
十
七
年
に
建
て
ら
れ
た
ま
ま

で
古
い
。
そ
れ
で
も
救
急
告
示
の
看
板
を
守

っ
て
い
る
。
病
院
も
新
し
く
な
り
運
営
主
体

も
厚
生
連
に
な
っ
た
の
に
な
ぜ
救
急
復
活
が

で
き
な
い
の
か
。 

（
答
弁
）
現
病
院
長
が
着
任
し
た
時
に
意
見
交

換
を
し
た
際
、
当
直
医
師
が
三
人
い
な
い
と

救
急
告
示
復
活
は
無
理
だ
と
言
わ
れ
た
。
現

状
で
は
三
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
の

は
非
常
に
厳
し
い
。
医
師
の
働
き
方
改
革
も

考
え
る
と
救
急
が
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

一
番
問
題
な
の
は
、
救
急
の
看
板
を
下
ろ
し

て
か
ら
数
年
間
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
、
私

の
前
任
者
（
前
々
任
者
（
故
本
田
富
雄
氏
）
の

誤
り
。）
は
何
を
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

二
、
道
路
除
雪
体
制
と
消
雪
施
設
（
消
雪
パ

イ
プ
）
の
整
備
に
つ
い
て 

（
質
問
）
①
今
冬
の
大
雪
か
ら
分
か
っ
た
よ
う

に
、
合
併
前
の
旧
四
か
町
村
時
代
に
敷
設
さ

れ
た
市
街
地
の
消
雪
パ
イ
プ
は
優
先
的
な
修

繕
や
更
新
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
➁

消
雪
パ
イ
プ
が
本
来
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
機
械
除
雪
も
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
③
消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
に
対
す

る
考
え
方
を
伺
う
。
市
長
就
任
以
来
、
修
繕
・

更
新
よ
り
も
新
設
を
優
先
し
て
い
る
。
平
成

二
十
八
年
か
ら
三
十
二
年
の
五
か
年
の
事
業

計
画
で
は
、
新
設
が
事
業
費
約
十
五
億
円
、
延

長
三
十
・
四
キ
ロ
。
修
繕
・
更
新
が
事
業
費
約

十
三
億
円
、
延
長
十
八
キ
ロ
。
事
業
費
も
延
長

も
新
設
の
方
が
大
き
い
。
平
成
二
十
四
年
か

ら
令
和
三
年
の
九
年
間
の
実
績
で
は
新
設
が

約
二
十
八
億
円
、
修
繕
・
更
新
が
約
十
六
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
新
設
に
偏
っ
た
事
業
展
開

に
な
っ
て
い
る
。
消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
は
家

屋
連
た
ん
部
な
ど
堆
積
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
ず
、
機
械
除
雪
が
困
難
な
路
線
と
し
て
い 

る
が
、
新
設
し
た
箇
所
を
つ
ぶ
さ
に
調
べ
る 

     

と
、
家
屋
の
連
た
ん
部
に
も
当
て
は
ま
ら
な

い
場
所
も
あ
る
。
ま
た
降
雪
量
が
少
な
い
場

所
に
お
い
て
も
施
工
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会

か
ら
の
要
望
で
あ
る
こ
と
を
大
義
名
分
に
し

た
新
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
見
受

け
ら
れ
る
が
。 

（
答
弁
）
①
消
雪
パ
イ
プ
の
更
新
の
目
安
は
、

整
備
か
ら
三
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
施
設

が
対
象
。
散
水
状
況
等
を
確
認
の
上
、
適
宜
、

更
新
。
➁
消
雪
パ
イ
プ
の
効
力
が
発
揮
で
き

な
い
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
機
械
除
雪
を

実
施
。
③
消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
は
、
両
側
に
民

家
が
あ
る
な
ど
住
宅
連
た
ん
地
や
道
路
の
幅

員
が
狭
く
機
械
除
雪
が
困
難
な
と
こ
ろ
な
ど

を
総
合
的
に
評
価
し
、
事
業
効
果
の
高
い
箇

所
を
優
先
し
て
整
備
し
て
い
る
。 

（
質
問
）
県
の
担
当
課
に
県
管
理
道
路
に
お
け

る
消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
に
つ
い
て
照
会
し
た

と
こ
ろ
、
市
と
同
様
な
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
新
設
は
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
田

中
市
長
が
就
任
し
て
以
降
、
市
長
選
（
市
議
選
）

の
年
に
な
る
と
消
雪
パ
イ
プ
の
事
業
費
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
消
雪
パ
イ
プ
だ
け
で

な
く
道
路
の
補
修
・
舗
装
と
い
っ
た
工
事
も

政
治
的
な
思
惑
で
施
工
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
市
長
の
見
解

を
伺
う
。
一
つ
は
昨
年
四
月
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
市
長
が
選
挙
事
務
所
（
現
在
は
後
援

会
事
務
所
）
を
設
置
し
た
場
所
に
面
し
た
市

道
に
お
い
て
、
市
長
選
前
後
に
舗
装
工
事
が

行
わ
れ
、
十
月
の
市
議
選
前
に
は
消
雪
パ
イ

プ
の
修
繕
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
二
つ
目

は
私
の
実
家
が
あ
る
集
落
内
の
消
雪
パ
イ
プ

の
打
ち
替
え
工
事
が
市
議
選
前
に
行
わ
れ
た
。

実
家
を
継
い
だ
当
時
市
議
だ
っ
た
弟
が
集
落

の
集
会
で
選
挙
の
時
に
は
よ
ろ
し
く
と
い
う

話
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
話
を
聞
く

と
選
挙
絡
み
の
道
路
工
事
か
と
思
い
た
く
な

る
。 

（
答
弁
）
私
が
市
長
選
に
出
た
平
成
二
十
四
年

の
冬
は
大
雪
だ
っ
た
。
機
械
除
雪
の
後
に
家

の
前
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
重
た
く
て
硬
い

雪
の
塊
を
片
付
け
る
高
齢
者
の
姿
を
見
て
、

い

ち

え

い 

の 
市

議

会

通

信 
令
和
三
年
三
月
定
例
会
一
般
質
問 

（
会
期 

令
和
三
年
三
月
一
日
～
十
九
日
） 



消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
に
力
を
入
れ
始
め
た
。

議
員
の
実
家
の
あ
る
集
落
内
の
消
雪
パ
イ
プ

は
設
置
後
三
十
年
ち
ょ
っ
と
経
過
し
て
水
の

出
が
悪
く
な
っ
て
い
た
の
で
修
繕
し
た
。
地

域
の
実
態
・
実
情
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
施

工
箇
所
を
決
定
し
て
い
る
。
政
治
的
な
云
々

は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
公
平
・
中
立
・
公
明
正

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

    

一
、
五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
が
整
備
す
る
市

内
最
終
処
分
場
の
建
設
に
つ
い
て 

（
質
問
）
平
成
二
十
八
年
七
月
に
建
設
候
補
地

に
決
ま
っ
た
大
日
地
区
に
つ
い
て
、
軟
弱

地
盤
に
よ
る
大
幅
な
事
業
費
の
増
高
（
三

十
七
億
円
か
ら
六
十
五
億
円
）
が
判
明
。
同

地
区
で
の
建
設
断
念
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

支
出
さ
れ
た
経
費
（
総
額
で
四
〇
三
六
万

円
）
が
無
駄
に
な
っ
た
。
①
市
と
し
て
大
日

地
区
を
選
定
し
た
理
由
と
検
討
経
過
、
➁

選
定
に
当
た
っ
て
の
住
民
説
明
会
の
実
施

状
況
、
③
新
た
な
候
補
地
選
定
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。 

（
答
弁
）
①
二
市
一
町
の
協
議
に
よ
り
最
終
処

分
場
の
建
設
は
阿
賀
野
市
内
と
決
定
さ
れ

た
後
、
適
正
地
を
調
査
し
候
補
地
を
絞
っ

た
。
条
件
と
し
て
平
坦
地
で
あ
る
こ
と
、
災

害
危
険
度
が
低
い
こ
と
、
交
通
ア
ク
セ
ス

が
よ
い
こ
と
、
近
隣
施
設
へ
の
影
響
等
が

少
な
い
こ
と
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
大

日
地
区
を
選
定
。
➁
選
定
に
あ
た
り
地
元

の
大
日
自
治
会
や
近
隣
の
大
室
、
村
杉
自

治
会
に
決
定
ま
で
の
経
緯
や
選
定
方
法
、

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
自
治
会
以

外
の
地
権
者
に
は
自
宅
等
に
お
い
て
説
明
。

③
新
た
な
候
補
地
は
五
泉
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
二
市
一
町
）
で
検
討
し
て
い
く
。 

（
質
問
）
最
終
処
分
場
の
候
補
地
を
大
日
地
区

に
決
定
し
た
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
日

付
け
決
裁
文
書
（
情
報
公
開
で
入
手
し
た

マ
ル
秘
扱
い
公
文
書
）
に
は
、
候
補
地
は
こ

の
外
二
か
所
（
大
室
財
産
区
、
保
田
財
産
区
）

を
加
え
比
較
検
討
し
て
大
日
地
区
が
選
定

さ
れ
た
。
一
方
、
施
設
組
合
内
に
設
置
さ
れ

た
建
設
用
地
選
定
会
議
が
協
議
会
長
（
施

設
管
理
者
）
に
提
出
し
た
報
告
書
（
平
成
二

十
八
年
六
月
三
十
日
付
け
）
に
は
一
年
近

く
か
け
て
中
間
処
理
施
設
と
最
終
処
分
場

の
候
補
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
構
成
市

町
の
適
切
な
場
所
を
調
査
し
て
ま
と
め
た

一
覧
表
が
あ
る
。
一
覧
表
に
は
阿
賀
野
市

の
最
終
処
分
場
の
候
補
地
は
大
室
地
区
と

草
水
地
区
が
選
定
さ
れ
、
報
告
書
で
は
最

終
処
分
場
の
建
設
地
は
阿
賀
野
市
か
阿
賀

町
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
七
月
二
十
日
付
け
決
裁
文
書
に
は
、
最

終
処
分
場
の
建
設
場
所
は
阿
賀
野
市
、
候

補
地
は
選
定
会
議
の
報
告
書
に
記
載
の
な

い
な
い
大
日
地
区
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

（
答
弁
）
選
定
会
議
の
中
で
候
補
地
を
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
改
め
て

当
市
の
大
日
地
区
の
ほ
か
大
室
と
保
田
の

各
財
産
区
二
か
所
を
加
え
比
較
検
討
し
た
。 

（
質
問
）
決
裁
文
書
に
よ
れ
ば
、
大
室
財
産
区

は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
予
定
地
、
保
田

財
産
区
は
土
砂
災
害
危
険
区
域
に
あ
る
。

大
日
地
区
を
選
定
す
る
た
め
に
不
適
当
な

二
か
所
を
追
加
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）
大
日
地
区
を
選
定
し
た
の
は
、
土
地

の
形
状
、
焼
却
場
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
砂
防

や
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
区
域
に
含
ま
れ

て
い
な
い
か
ら
。 

（
質
問
）
決
裁
文
書
に
よ
れ
ば
、
大
日
地
区
に

は
民
有
地
が
三
十
五
筆
、
地
権
者
が
十
七

名
い
る
と
あ
る
が
、
仲
介
者
（
墨
塗
り
）
を

通
し
て
の
用
地
交
渉
が
可
能
と
書
い
て
あ

る
。
こ
の
仲
介
者
は
公
的
な
立
場
に
あ
る

人
物
で
は
な
い
の
か
。
誰
か
。 

（
答
弁
）
個
人
情
報
な
の
で
答
え
ら
れ
な
い
。 

 

二
、
国
道
四
十
九
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
の
部
分

開
通
の
影
響
と
国
道
か
ら
新
た
な
起
点
と

な
っ
た
土
橋
交
差
点
ま
で
の
道
路
改
良
に

つ
い
て 

（
質
問
）
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
（
延
長
八
・
一
キ

ロ
）
が
部
分
開
通
（
下
黒
瀬
・
百
津
間
五
・

四
キ
ロ
）
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
、
①
全

線
開
通
（
令
和
四
年
夏
）
を
前
提
に
建
設
中

の
道
の
駅
の
運
営
や
市
内
事
業
者
の
経
済

活
動
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
対

策
を
講
じ
る
の
か
。
➁
国
道
（
大
野
交
差
点
）

か
ら
バ
イ
パ
ス
交
差
点
（
土
橋
交
差
点
）
ま

で
の
間
の
道
路
改
良
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

（
答
弁
）
①
道
の
駅
の
建
設
に
は
大
き
な
影
響

は
な
い
。
そ
の
他
の
影
響
に
つ
い
て
は
現

在
分
析
中
。
➁
道
路
改
良
は
新
潟
国
道
事

務
所
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。 

（
質
問
）
市
長
就
任
二
期
目
に
入
っ
た
平
成
二

十
八
年
六
月
の
定
例
会
で
、
市
長
は
バ
イ

パ
ス
の
共
用
開
始
が
早
く
て
三
年
先
（
令

和
元
年
）、
遅
く
て
も
五
年
先
（
令
和
三
年
）

と
答
弁
し
て
い
る
。
同
年
十
一
月
に
は
道

の
駅
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
委

員
会
は
市
内
の
経
済
団
体
と
公
募
の
市
民

の
ほ
か
国
道
管
理
者
の
新
潟
国
道
事
務
所

の
副
所
長
が
委
員
に
な
っ
て
い
た
。
検
討

委
員
会
の
終
了
間
も
な
い
平
成
三
十
年
二

月
二
十
八
日
に
新
潟
国
道
事
務
所
か
ら
平

成
三
十
三
年
度
（
令
和
三
年
度
）
に
バ
イ
パ

ス
が
全
線
開
通
（
暫
定
二
車
線
）
す
る
と
の

記
者
発
表
（
問
い
合
わ
せ
先
は
副
所
長
）
が

行
わ
れ
た
。
新
潟
国
道
事
務
所
の
副
所
長

が
道
の
駅
の
検
討
委
員
だ
っ
た
こ
と
へ
の

配
慮
が
う
か
が
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。 

（
答
弁
）
国
は
大
体
、
供
用
開
始
ま
で
の
五
年

を
目
途
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
公
表
し
て

い
る
。 

（
質
問
）
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
ま
で
は
あ
と

五
年
程
度
か
か
る
と
い
う
が
、
バ
イ
パ
ス

の
供
用
開
始
は
昨
年
四
月
の
市
長
選
の
公

約
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
が
、
見
通
し
は

ど
う
か
。 

（
答
弁
） 

国
交
省
と
協
議
を
し
な
が
ら
来
夏

（
令
和
四
年
夏
）
頃
に
部
分
供
用
の
目
途

が
立
っ
た
。
盛
土
材
に
河
川
掘
削
土
を
使

用
し
た
た
め
時
間
と
お
金
が
掛
か
っ
た
。

早
期
に
投
資
効
果
を
発
現
さ
せ
る
に
は
暫

定
で
の
供
用
開
始
も
必
要
。 

（
そ
の
他
質
問
項
目
） 

三
、
空
き
家
等
対
策
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に

つ
い
て 

         

令
和
三
年
六
月
定
例
会
一
般
質
問 

（
会
期 

令
和
三
年
六
月
四
日
～
十
七
日
） 


